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年齢、性別、所得による食事の質：2014 年国民健康・栄養調査の結果から 

 

欧米諸国では、社会経済レベルが高いことが各国の食事ガイドラインなどに沿った質の

高い食事と関連していることが報告されています。日本においては、社会経済レベルと食品

群別の摂取量との関連が示されているものの、食事ガイドラインへに沿った食事との関連

は明らかにされていません。この研究は、1 日に何をどれだけ食べたらよいかの適量を示し

た「食事バランスガイド」への遵守度と年齢・性別・所得の組み合わせとの関連について検

討しています。 

 

研究の対象者は、2014 年の国民健康・栄養調査に参加した 20 歳以上の 6,000 名（男

性：2,785 名、女性：3,215 名）です。妊婦・授乳婦、世帯所得のデータ欠測者、エネル

ギー摂取量が極端な者は今回の対象から外しています。1 日間の食事記録から、食事バラン

スガイドのサービングの基準に基づき、主食、副菜、主菜、牛乳・乳製品、果物の摂取サー

ビング数を算出しました。また、総エネルギー摂取量と菓子・嗜好飲料由来のエネルギー摂

取量を算出しました。上記 7 項目の料理区分別（及びエネルギー摂取量）の食事バランス

ガイドの適量と摂取サービング数から料理区分別得点（各 10 点満点）を算出し、その総計

を食事バランスガイド得点（70 点満点）としました。年齢、性別、世帯所得との関連を検

討するため、組み合わせ別に食事バランスガイド得点を算出しました。 

 

食事バランスガイドの適量 

 

出典：農林水産省（https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/zissen_navi/balance/required.html） 
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食事の質が高い人の特徴として、高齢の女性、特に高所得世帯であることが分かりました。

一方、食事の質が低い人は、低所得世帯の若年男性であることが分かりました。また、世帯

所得に関わらず、食事の質が低い人は食事の質が高い人に比べて、副菜、果物、牛乳・乳製

品の摂取量が少ないことが示されました。 

 

 

 

所得の高い、高齢の女性で食事の質が高いという結果は、欧米の研究と一致しており、食

事バランスガイドに沿った食事を含む、質の高い食事が死亡リスク低下や循環器疾患など

のリスク低下に関連することが報告されているため、質の高い食事を営むことが長寿に寄

与する可能性があります。しかし、食事の質が低い人では、副菜、果物、牛乳・乳製品の摂

取量が少ない状況です。政策立案者においては、栄養素の豊富な食品の安定的な価格による

供給の仕組みづくりが期待されます。 

 


